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ミニバイク・モタードクラス
レギュレーション

１、ビギナー
２、ＦＮ４-５０ＳＴ
３、ＳＰ-Ｂ
４、ＳＰ-ＥＸＰ
５、スーパーモト
６、パーティークラス
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ミニバイク・スーパーモト共通規定
(1)参加資格

①レースに関するルール・レギュレーションを理解し、スポーツマンシップに

則った行動を取る事ができる者

②年齢制限は設けないが、意思疎通ができ、主催者が認める者

③各カテゴリーの車両・タイム規定を満たす者

④自身の力のみで車両を自立させ、転倒時は引き起こす事ができる者

(2)装具類

以下を満たす装備をする事

①ツナギ

レーシングスーツ(ＭＦＪ公認または同等以上)

スーパーモトクラスのみＭＸウェア等のモトクロス装備での参加を認める

ただし、胸部・肘・膝のプロテクター類は装着する事

脊椎パット・チェストプロテクターの装着を推奨する

②ヘルメット

フルフェイスヘルメット(ＪＩＳ 規格Ｃ種または同等以上)

オフロードメットの場合はゴーグルを着用する事

ヘルメットリムーバーを着用する事(スーパーモトクラスのみ推奨)

③グローブ・ブーツ

レーシンググローブ・レーシングブーツを着用する事

※過度な装飾や損傷、施設を汚損する恐れがある物は認めない

(3)車両規定

①タイヤ

オンロード用タイヤのみ使用を認める。サイズ・銘柄の指定は無い

②車体

A.ガソリンキャッチタンクの装着(キャブレター車)・ドレンボルトのワイヤリングを

施し、ハンドルバーエンド(樹脂製推奨)を装着する事

B.４ストローク車はオイル溜め構造を持つアンダーカウルを装着する事

C.水冷車の冷却水はＬＬＣの使用を禁止する。水またはレース用クーラントを使用

する事 また、転倒時に漏れない構造のキャッチタンクを装着する事

D.スプロケットとチェーンに指等が巻き込まれないガード類を装着する事(アンダー

チェーンガード等)

E.スタンド類は取り外す事。取り外せない場合はワイヤリングを施す事

F.突起物や鋭利な部位等は切除等の措置を施す事

G.公序良俗に反する外装や過度な装飾は認めない(ロケットカウル等)

H.ミラー類は取り外し、灯火類は取り外すか全体をテーピングする事(養生テープ等

剥がれやすい物の使用は認めない)

I.カウル類の固定についてはボルトで固定する事。タイラップ・テープ類での固定は

認めない

J.ネジ・ボルト類は特に規定しない

K.施設を汚損・破損する恐れのある車両の参加は認めない

L.本規定に拘わらず、競技長・車検長等の判断で危険とみなされた車両を使用する

事は出来ない

③燃料・油脂類

A.ガソリンは市販のレギュラーまたはハイオクのみを使用する事。アブガスやニトロ

等レースガス類の使用・燃料への混合は一切禁止する。

B.油脂類は市販品のみ使用可。ただし、市販を前提としたテスト品の使用は可とする。

C.タイヤのグリップを増強する薬剤の使用は認めない。
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クラス別規定

参加可能車両 タイム規定 年間タイトル

ビギナー 原付ベース 25.0秒/周より遅い なし

ＦＮ４- ４ＳＴ５０ｃｃ
なし あり

５０ＳＴ ノーマルスクーター

ＳＰ-Ｂ ＳＰ仕様
22.0秒/周より遅い

あり
(推奨22.5秒/周まで)

ＳＰ-ＥＸＰ ＳＰ仕様 23.0秒/周より速い あり

スーパーモト※ 別途規定する なし あり

パーティー
別途規定する 自由 なし

クラス

※ジャンプ台有り、他カテゴリーとはコースレイアウトが異なる

１，ビギナー

(1)参加可能車種

原付バイクをベースとし、下記規定を満たす車両とする

①２ストローク車

A.ミッション車は１００ｃｃ以下

B.スクーターは１１５ｃｃ以下

②４ストローク車

A.ミッション車は１５６ｃｃ以下

B.スクーターは１８０ｃｃ以下

③競技用車両ベース車両

A.ＭＨ８０・ＲＳ/ＴＺ１２５ベースのＳ８５車両等の参加を認める

B.オリジナルフレーム車両の参加を認める

C.A・Bの車両は①・②を満たす限り排気量は自由

(2)車両規定

①ホイールサイズ

規定しない

②車体

A.(1)を満たせば自由。ただし、過度な軽量化を施された車両は認めない

B.走行に適した車両かつ、安全に走行できる状態である事

(3)タイム規定

①前戦までの公式結果にて２５.０秒/周を切れない者のみ参加できる

②レース初参加、または、規定タイムを切るかどうか微妙なライダーはレース中に規定

タイムを切っても同クラスへの参加継続を認め、賞典外としない。ただし、２４.０

秒を切った場合は協議の上、賞典外となる場合がある

③公式結果にて規定タイムを切った場合、次戦よりビギナークラスへの参加を認めない

④レース日の練習走行・予選時に規定タイムを切り、当該ライダー及びその保護者から

申請があった場合は上位クラスへの参戦変更を認める

⑤ビギナークラスのライダーは上位クラスとのダブルエントリーは認めるが、その逆は

認めない

※レースのタイム・公式結果とは練習走行・予選・決勝のベストラップを指す
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２，ＦＮ４-５０ＳＴ

(1)参加可能車種・規定

ＭＯＢＡＲＡ ４ｓｔ５０ｃｃスクーター (ＦＮ４-５０)に準拠する

３，ＳＰ-Ｂ

(1)参加可能車種・規定

モトチャンプ杯に準拠する

(2)タイム規定

①前戦までの公式結果にて２２.０秒/周を切れない者のみ参加できる

(推奨タイム：２２.５秒/周まで)

②レース初参加、または、規定タイムを切るかどうか微妙なライダーはレース中に規定

タイムを切っても同クラスへの参加継続を認め、賞典外としない

③公式結果にて規定タイムを切った場合、次戦よりＳＰ-Ｂクラスへの参加を認めない

④レース日の練習走行・予選時に規定タイムを切り、当該ライダー及びその保護者から

申請があった場合は上位クラスへの参戦変更を認める

⑤ＳＰ-Ｂクラスのライダーは上位クラスとのダブルエントリーは認めるが、その逆は

認めない

※レースのタイム・公式結果とは練習走行・予選・決勝のベストラップを指す

４，ＳＰ-ＥＸＰ

(1)参加可能車種・規定

モトチャンプ杯に準拠する

(2)タイム規定

①前戦までの公式結果にて２３.０秒/周を切る者、または、他サーキットのレースに

参戦し、上記同等以上のタイムを出す事ができると見込まれるライダーが参加できる

※レースのタイム・公式結果とは練習走行・予選・決勝のベストラップを指す

◎ＳＰ-Ｂ・ＳＰ-ＥＸＰ特記事項

いずれかのクラス選択は自己判断とする

５，スーパーモト

(1)参加可能車種

市販トレールバイク及びモトクロッサーをベースとし、下記規定を満たす車両とする

①２ストローク車

８０ｃｃ～５００ｃｃ

②４ストローク車

１００ｃｃ～制限無し

(2)車両規定

①ホイールサイズ

A.フロント１６.５または１７インチ、リア１７インチ

B.フロント２１インチ、リア１８または１９インチ

C.上記以外のサイズでも参加可能であるが、車検長の許可を得る事

②タイヤ

オンロードタイヤの装着を義務付けるが、銘柄の指定は無い

スリックタイヤ・レーシングレイン等の使用ができる

③車体

A.(1)を満たせば自由。ただし、過度な軽量化を施された車両は認めない

B.外装は純正形状、または準拠する形状である事

C.走行に適した車両かつ、安全に走行できる状態である事
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６，パーティークラス

参加者主導型クラスであり、参加可能車種・レギュレーションは都度策定する

(1)参加可能車種

当サーキットにて走行可能な車両(ポケバイ・キッズバイク・ミニバイク・モタード等)

(2)装具類

各カテゴリーに準ずる。規定がない場合は適宜規定する

(3)車両規定

各カテゴリーに準ずる。規定がない場合は適宜規定する

(4)台数制限

開催には５台以上の参加を要し、最大１５台までとする

(5)レース形式

①練習・予選・決勝レースを行うが、内容は自由

②走行時間・周回数については、走行内容・車種等を鑑み都度策定する

③レース進行・オフィシャルは主催者側が行う

(6)開催可能カテゴリー

基本的に自由であるが、既存レースと重複するものは認めない

・開催可能な例

①大人限定ポケバイレース

②電動バイク限定

③４ｓｔ５０ｃｃ横型エンジンミッション車限定

④ミニバイクオープン

⑤クラシック車限定

⑥ターミネーター(モタード同等車両を用いたジャンプ台無しのコース) 他

(7)レギュレーション

①原則申込者が策定し、車検長の承認を得る事

②主催側で策定する場合は別途費用を請求する

(8)申し込み・料金

①期日

レース開催日２週間前まで、入金確認をもって開催確定とする

②初開催の場合

期日以前に打ち合わせを行い、開催可否の判断を行う為、上記期間の限りでは無い

③責任者

参加者、または、その関係者より責任者を立て、一切の責任を持つ事

④料金

１開催あたり５台以上３万円、１０台以上５万円とする。開催内容により料金が

異なる為、必要に応じて別途見積もりを行う

(9)開催日

２輪レース開催日に併催する。また、このクラスは毎戦１回のみ開催とする

(10)表彰について

他カテゴリーと同様、表彰を行う。トロフィーは５台まで１位のみ、１０台以上の

場合は３位まで用意する。その他賞品が必要となる場合は別途費用を請求する



- 6/10 -

競技規則
１，催行台数

競技の成立は４台以上の参加を要し、台数に満たない場合は「レース不成立」となる。

ただし、安全性に留意した上でクラス混走にて催行する場合がある。

２，車検

(1)全ての車両は競技前に車検を受けなければならない。

(2)不合格となった場合は再車検を受ける事ができるが、規定時間内に合格できない場合は

失格となる。

(3)車検はライダー自らがクラス・氏名を申告し、車両・装具類を指定箇所に持参する事。

(4)競技終了後、再車検を行う事がある。この際、規定を満たさなかった場合は失格となる。

(5)ゼッケン

①番号

年間固定とする。希望番号を受け付けるが、先着順とする。

②取り付け箇所

A.車体前方上部と後部左右の計３か所かつ、走行時に外部からはっきりと視認できる

箇所に取り付ける事。

B.書体は指定しないが文字の大きさは縦１５ｃｍ以上であること、かつ、１０ｍ以上

離れてはっきり視認できる文字である事。

C.ゼッケンはベース・文字共に塗装またはカッティングシートにより貼り付ける事。

ガムテープ・ビニールテープ類は認めない。

D.他サーキット等のレースに参加している車両については考慮する場合がある。

(6)車両・装具類

①各クラスレギュレーションに合致した車両を作成し、装具類を各自用意する事

②レギュレーションに合致していても、オイル漏れ・突起物等、不適当と認められる

物がある場合は参加を認めない。

(8)スペア車両は認めない。

３，レース

練習走行・予選(スーパーモトのみ予選ヒート)・決勝の順に行う。

走行時間・周回数は適宜変更するほか、天候等の状況により変更する場合がある。

(1)練習走行

規定時間内であれば走行は自由。(スーパーモトのみ予選ヒートの順位決めを行う)

(2)予選

規定時間内であれば走行は自由。予選のベストラップ順に決勝グリッドが確定する。

※スーパーモトのみ予選ヒートを行う

※練習・予選にてエンジントラブルが発生した場合は、エンジン交換を許可する。

ただし下記条件のもと行う事とする。

①クラス規定に合ったエンジンのみ交換可

②競技長の許可を得たうえで作業をする事。

③作業完了後は再車検を受け、車検長の許可を得るる事。

④申告なく作業した場合は失格とする。

(3)決勝

規定周回数にて争われる。

①スタート方法はスタンディングとする。

②スタートの合図はシグナルまたは日章旗を使用する。

③トップライダーが規定周回の５０％を消化した時点で成立とする。
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４，ペナルティー

(1)競技中のペナルティー

①掲示された旗に従わない場合

A.黄旗掲示区間にて追い抜きをした場合は決勝の結果より１周減算する。

B.赤旗を無視した場合は原則失格とするが、やむを得ない場合は考慮する場合がある。

C.ダブルチェッカー・チェッカー後に追い抜きをした場合は決勝の結果より１周減算

するが、やむを得ない場合は考慮する場合がある。

※レース時に掲示される旗の意味については別紙にて規定する。

※練習・予選中に旗等を無視した場合は原則決勝の結果に反映する。

②決勝・予選ヒートのスタート時におけるペナルティー

A.競技スタートの集合合図から２分以内に集合しない場合は棄権とみなす。

B.スターティンググリッドに着き、エンジン始動の合図後、２分以内に始動できな

かった場合は最後尾スタートとする。３分を超えた時点でスタート進行とし、それ

までに再始動できない場合はリタイア扱いとする。ただし、エンジントラブル等に

よりグリッドに整列せず、ピットエリアにて再始動ができた場合はピットスタート

にて競技に参加できる。

C.フライングがあった場合は赤旗を示し、やり直しをする。同一人物が２回以上フラ

イングした場合はペナルティーとして最後尾スタートとする。

③給油

コース内での給油はスターティンググリッドを含め一切認めない。違反した場合は

決勝の結果より１周減算する。

④故意の減速・停止

コースイン直後・コースアウト直前・トラブル発生時以外一切禁止する。故意と認め

られる場合は決勝の結果より１周減算する。

⑤逆走

一切禁止する。違反した場合は失格とする。ただし、オフィシャルの指示により逆走

する場合はその限りでは無い。

⑥救援

競技中にオフィシャル以外の者が手助けした場合は失格とする。ただし、危険な状況に

おいてはその限りでは無い。

⑦妨害

故意・過失に限らず斜行・接触等他参加者の妨害をした場合は、失格または決勝の

レース結果より１周減算する。

⑧その他

オフィシャルの指示に従わない場合は、失格または決勝のレース結果より１周減算する。

※走行の有無に関わらず失格となった場合、エントリー費は返還しない。

(2)抗議

競技等に関する抗議は全て書面をもって行う事とする。競技終了後３０分以内に抗議料

(５千円)を添え競技長に提出する事。他方法による抗議は認めない。

抗議の裁定結果は当事者に口頭で伝えられ、抗議料は抗議が成立した場合のみ返還する。

５，遵守事項

(1)コースイン・コースアウト

①コースイン・コースアウトする際は必ず左手を挙げ合図をする事。

②コースイン時は他車両の走行を妨害する事なく安全なラインで速やかに加速する事。

③コースアウト時は予めアウトラインを走行し、後方への安全に配慮する事。

④ピットロードでは必ず徐行する事。追い抜きは一切禁止する。

※コースイン前に必ずアゴ紐等装具類の確認をする事。
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(2)走行時

①転倒時の対応

A.後続車両に注意を払った上で速やかに再スタートをするか、コース外へ退避する事。

B.再スタート時はオフィシャルの指示を仰ぎ、後続車両に接触しないようにする事。

C.参加者が再スタート不可と判断した場合はオフィシャルにその旨を伝え、安全な

箇所へ退避する事。オフィシャルにより再スタート不可と判断される場合もある。

D.再スタート不可となった場合は原則コース内の安全地帯にて待機する事。

E.コース外へ退去する時はオフィシャルの指示に従い、速やかに退去する事。

②部品の脱落・装具類の不備・オイル漏れ等コース内で危険な状態が生じる場合は競技

中に於いても即時安全な場所に停車し、オフィシャルの指示を待つ事。

③②の車両がオフィシャルの指示または自身の判断に於いてコースアウト・ピットイン

する際は他競技者の妨害をしてはならない。

(3)参加者・同伴者・観戦者

以下に反したものはペナルティーを科す場合がある。

①サーキット内の既存ルールを順守する他、オフィシャルの指示に従う事。

②スポーツマンシップに照らし、常識ある行動を行う事。

③他参加者のピットへ無断で立ち入らない事。

④競技中のコース内への立ち入りはオフィシャル以外禁止する。ただし、許可を得た者

・緊急時はその限りでは無い。

６，賞典

(1)表彰台数

参加台数４台の場合は２位まで、それ以上の場合は３位まで表彰する。

(2)シリーズランキング

対象クラスのみシリーズポイントを付与し、最終戦までの総合得点によってシリーズラン

キングを決定する。ポイントは参加台数に拘わらず以下とする。

順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 11位 12位 13位 14位 15位

ﾎﾟｲﾝﾄ 20 17 15 13 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

※シリーズランキングに於いてポイント同数の場合は以下内容により決定する。

①優勝回数、②①が同数の場合は２位回数、③②が同数の場合は３位回数、④③が同数

の場合は最終戦での成績

(3)シリーズランキングエントリー

対象クラス参加者は対象者全員にシリーズポイントを付与するが、以下に合致する者

のみとする。

①シリーズポイントは「エントリー名」ごとに集計される。同一人物であっても以前の

エントリー名と異なる場合は新たな名にポイントを付与し、合算しない。その為、

「エントリー名」は年間固定することを推奨する。

②止むを得ず変更する場合は競技長へ申請する事。
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７，エントリー

(1)エントリー方法

当サーキットＨＰのエントリーフォームからのみ受け付ける。

(2)エントリー名

①エントリー名は基本的に１５文字までとする。

②ダブルエントリー時はエントリー名を統一する事。

③常識的なエントリー名にする事。

④上記内容が守られていない場合、エントリーを拒否することがある他、主催者権限に

於いてエントリー名等を変更する事がある。

(3)エントリー締め切り

各戦開幕の１週間前までとする。

(4)支払期日

(3)の翌月曜日までとするが、当日が祝日の場合はその翌日とする。

(5)当日エントリー・レイトエントリー

行わない。やむを得ない事情によりエントリーが遅れる場合は、競技長に許可を得た

上でエントリーを認める場合がある。

(6)受理

入金確認をもって完了とする。

８，主催者・大会委員長・競技長の権限

(1)失格・退場について

本大会の主たる目的はモータースポーツの振興・参加者の健全な心身の育成を期待する

ものである。従って、規則に限らず危険またはスポーツマンシップに照らし不適格な言動

・暴言・暴力・反社会的行為・公序良俗に反する行為・過度な飲酒・各種法令・一般常識

等に照らし、他参加者に多大な影響を与え、本大会の運営を阻害した者は出場停止を命じる

と共に即刻退場を命じる事ができる。

(2)レースの中止・延期

天候不良や天災、その他特別な事由によりレース開催が困難であると判断した場合は

中止または延期できる。その場合のエントリー費等は次戦以降に持ち越しとし、参加者は

一切の損害賠償等を請求することはできない。

(3)著作権・肖像権等に関する権限

全参加者・来場者の映像・画像・音声等、報道・放送・出版に関する権限を有し、この

権限を第三者が使用する事を許可できる。また、参加者・来場者は大会開催期間中これら

権利を一時的に移譲する事を許可したとみなす。

(4)その他

①本レギュレーションに記載が無い事項や不備、その他問題が発生した場合、都度、

当事者と主催者・大会委員長・競技長・車検長間に於いて協議の場を持ち、解決を図る

ものとする。解決が図れない場合は主催者権限に於いて裁決を下すものとする。

②本レギュレーションは予告なく変更する事がある。
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別紙


